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議会だより

12
月
定
例
会
の
概
要

　
平
成
24
年
第
４
回
定
例
会
は
、

平
成
24
年
12
月
10
日
か
ら
平
成

24
年
12
月
14
日
ま
で
の
５
日
間

の
日
程
で
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

影
治
町
長
よ
り
９
月
議
会
以

降
の
町
政
の
動
き
、
懸
案
事
項

の
進
捗
状
況
等
及
び
今
定
例
会

に
提
案
さ
れ
て
い
る
専
決
処
分

報
告
１
件
、
条
例
議
案
２
件
、

補
正
予
算
議
案
５
件
、
人
事
議

案
に
つ
い
て
提
案
理
由
の
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
を
９
氏
が
町
政
全

般
に
つ
い
て
行
い
ま
し
た
。

議
案
の
内
容

◆
議
案
第
67
号　
専
決
処
分
の

承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い

て
・
専
決
第
12
号　
平
成
24
年
度

美
波
町
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
３
号
）

（
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に

９
４
４
万
円
を
追
加
し
、 

総

額
を
50
億
３
６
５
万
円
と
し

た
補
正
予
算
）

◆
議
案
第
68
号　
地
域
の
自
主

性
及
び
自
立
性
を
高
め
る
た

め
の
改
革
の
推
進
を
図
る
た

め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関

す
る
法
律
の
整
備
に
関
す
る

法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
条

例
の
整
備
に
関
す
る
条
例
の

制
定
に
つ
い
て
（
条
例
第
20

号
）

（
地
域
主
権
改
革
一
括
法
の

施
行
に
伴
う
関
係
条
例
の
一

部
改
正
を
行
う
）

◆
議
案
第
69
号　
美
波
町
中
山

間
地
域
定
住
促
進
住
宅
の
設

置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て
（
条
例
第

21
号
）

（
旧
赤
松
教
職
員
住
宅
を
定

住
促
進
住
宅
と
し
て
使
用
す

る
た
め
条
例
制
定
を
行
う
）

◆
議
案
第
70
号　
平
成
24
年
度

美
波
町
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
４
号
）

（
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に

２
億
６
８
０
９
万
円
を
追
加

し
、
総
額
を
52
億
７
１
７
４

万
円
と
し
た
補
正
予
算
）

◆
議
案
第
71
号　
平
成
24
年
度

美
波
町
国
民
健
康
保
険
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
３

号
）

（
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に

50
万
円
を
追
加
し
、
総
額
を

13
億
６
０
２
１
万
円
と
し
た

補
正
予
算
）

◆
議
案
第
72
号　
平
成
24
年
度

美
波
町
育
英
奨
学
金
貸
付
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

１
号
）

（
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に

72
万
円
を
追
加
し
、
総
額
を

２
４
２
４
万
円
と
し
た
補
正

予
算
）

◆
議
案
第
73
号  

平
成
24
年
度

美
波
町
水
道
事
業
会
計
補
正

予
算
（
第
２
号
）

（
資
本
的
支
出
に
70
万
円
を

追
加
し
、
資
本
的
支
出
の
合

計
を
６
８
７
９
万
円
と
し
た

補
正
予
算
）

◆
議
案
第
74
号  

平
成
24
年
度

美
波
町
病
院
事
業
会
計
補
正

予
算
（
第
３
号
）

（
補
正
額
は
な
く
、
収
益
的

収
入
の
収
益
項
目
を
組
み
替

え
た
補
正
予
算
）

◆
議
案
第
75
号　
美
波
町
赤
河

内
財
産
区
管
理
委
員
の
選
任

に
つ
い
て

（
欠
員
に
伴
い
、
山
崎
守
氏

の
選
任
に
議
会
の
同
意
を
求

め
る
）

◆
議
案
第
76
号　
人
権
擁
護
委

員
の
推
薦
に
つ
き
議
会
の
意

見
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

（
委
員
１
名
の
任
期
が
満
了

す
る
た
め
、酒
井
勝
利
氏（
再

任
）
を
推
薦
す
る
）

◆
発
議
第
２
号　

　

安
心
・
安
全
の
医
療
・
介
護

実
現
の
た
め
の
夜
勤
改
善
・
大

幅
増
員
を
求
め
る
意
見
書

減災対策事業として
人命救助システム等購入（約442万円）
ハザードマップ作成（2400万円）を可決 !!

旧赤松教職員住宅
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◆
議
案
第
70
号

○
財
政

質　
問

　

一
般
会
計
歳
入
合
計
約
52
億

円
、
地
方
交
付
金
約
30
億
円
、

率
に
し
て
約
60
％
、
こ
の
よ
う

な
依
存
財
政
が
続
け
ら
れ
る
の

か
。
国
家
財
政
の
今
後
の
見
通

し
も
含
め
て
、
町
長
の
見
解
は
。

答　
弁

　

昨
年
の
決
算
は
、
歳
入
約
55

億
円
に
対
し
て
町
税
は
約
５
億

５
０
０
０
万
円
で
約
１
割
、
地

方
交
付
税
約
33
億
円
で
60
％
近

く
、
国
庫
支
出
金
・
県
支
出
金

等
も
含
め
て
90
％
を
国
・
県
に

依
存
し
て
い
る
。
こ
の
制
度
に

つ
い
て
は
、
余
程
の
こ
と
が
な

い
限
り
、
今
後
も
堅
持
し
て
い

た
だ
け
る
も
の
と
思
っ
て
い
る
。

○
消
防
防
災
費

質　
問

　

備
蓄
品
と
人
命
救
助
機
材
の

購
入
と
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
作
成

の
内
容
と
活
用
方
法
は
。

日和佐小学校避難階段

答　
弁

　

備
蓄
品
・
人
命
救
助
機
材
は
、

医
療
救
護
所
を
整
備
す
る
補
助

制
度
を
使
い
総
合
体
育
館
と
由

岐
支
所
に
資
機
材
を
整
備
す
る
。

①
医
療
資
機
材
（
聴
診
器
・
血

圧
計
・
打
診
器
・
体
温
計

等
々
）
を
２
ヵ
所

②
非
常
用
発
電
機
を
総
合
体
育

館
に
１
台

③
人
命
救
助
機
材
（
チ
ェ
ー
ン

ソ
ー
・
ゴ
ム
ボ
ー
ト
・
投
光

器
等
々
）
を
２
ヵ
所

　

に
整
備
す
る
。

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
、

①
避
難
調
査

　
（
地
形
デ
ー
タ
測
量
）

②
津
波
の
避
難
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ

ョ
ン

③
住
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

④
避
難
計
画
の
修
正

⑤
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

　
（
４
０
０
０
部
作
成
）

⑥
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
用
の
デ
ー
タ

作
成

⑦
推
進
計
画
、
地
域
防
災
計
画
、

復
興
計
画
の
元
に
な
る
資
料

整
理

⑧
津
波
想
定
高
の
表
示
テ
ー
プ

（
１
０
０
ヵ
所
）
の
事
前
調

査
と
作
成
。

質　
問

　

緊
急
総
合
対
策
事
業
で
避
難

整
備
工
事
（
３
０
０
万
円
）
及

び
避
難
路
（
12
万
円
）
は
ど
こ

の
箇
所
を
予
定
し
て
い
る
の
か
。

答　
弁

　

避
難
路
整
備
工
事
は
、外
磯
・

西
由
岐
・
木
岐
・
東
由
岐
４
カ

所
を
予
定
し
て
い
る
。
避
難
看

板
の
設
置
は
、
大
き
さ
等
に
よ

り
場
所
は
未
定
だ
が
、
夜
光
る

も
の
を
５
～
10
箇
所
と
考
え
て

い
る
。

○
障
害
者
福
祉
費

質　
問

　

障
害
者
自
立
支
援
制
度
シ
ス

テ
ム
の
内
容
と
障
害
者
支
援
給

付
費
の
実
態
は
。

答　
弁

　

平
成
24
年
に
障
害
者
自
立
支

援
法
か
ら
障
害
者
総
合
支
援
法

に
変
わ
り
、
障
害
者
の
範
囲
に

難
病
等
に
よ
る
障

害
者
が
加
え
ら
れ

シ
ス
テ
ム
改
修
が

必
要
に
な
っ
た
。

　

障
害
者
支
援
給

付
費
は
、
県
か
ら

移
行
の
通
所
サ
ー

ビ
ス
で
７
２
０
万

円
、
障
害
者
の
生

活
介
護
（
昼
間
の

入
浴
・
排
泄
・
食

事
・
介
護
等
）
や

創
造
的
活
動
・
生

産
活
動
の
機
会
の

提
供
な
ど
で
３
６

０
０
万
円
と
な
る
。

◆
議
案
第
72
号

質　
問

　

予
算
書
の
記
載
で
目
の
項
・

節
の
項
・
説
明
の
項
全
て
「
育

英
奨
学
基
金
繰
入
」
と
な
っ
て

い
る
が
な
ぜ
か
、
又
こ
れ
で
は

72
万
円
の
補
正
の
内
容
が
分
か

ら
な
い
。
説
明
の
項
で
分
か
り

や
す
く
記
入
す
べ
き
で
は
。

答　
弁

　

当
初
10
人
（
５
２
８
万
円
）

の
予
定
が
、審
議
会
で
11
人（
６

６
０
万
円
）
の
貸
付
が
決
定
し

た
の
で
差
額
１
３
２
万
円
か
ら

予
備
費
の
60
万
円
を
引
き
72
万

円
に
な
っ
た
。
款
・
項
・
目
の

記
載
方
法
は
従
来
か
ら
で
分
か

ら
な
い
。

◆
議
案
第
74
号

質　
問

　

入
院
収
益
及
び
外
来
収
益
を

減
額
し
た
理
由
と
根
拠
は
。

答　
弁

　

日
和
佐
病
院
分
・
由
岐
病
院

分
の
入
院
収
益
・
外
来
収
益
の

金
額
は
、
一
般
会
計
か
ら
普
通

交
付
税
の
算
定
分
を
繰
り
入
れ

る
た
め
、
そ
の
金
額
に
あ
わ
せ

る
よ
う
に
減
額
し
た
。

議

案

審

議
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◆
9
月
27
日　
四
国
四
県
町
村
長
・
議
長
大
会
（
愛
媛
県
）

◆
10
月
2
日　
平
生
町
議
会
（
山
口
県
）
防
災
視
察
来
町

◆
10
月
10
日
〜
12
日

　
　
　
　
　
　

東
北（
南
三
陸
町
等
）被
災
地
視
察　

議
員
9
名

◆
10
月
15
日　
人
吉
市
議
会
（
熊
本
県
）
行
政
視
察
来
町

◆
10
月
20
日　
南
部
地
区
消
費
者
の
つ
ど
い
（
美
波
町
）

◆
10
月
23
日　
議
会
広
報
特
別
委
員
会

◆
10
月
24
日　
文
教
厚
生
委
員
会
・
防
災
対
策
特
別
委
員
会

◆
10
月
28
日　
議
会
広
報
特
別
委
員
会

◆
10
月
29
日
・
30
日

　
　
　
　
　
　

議
会
広
報
特
別
委
員
会
議
会
広
報
研
修
会　

委
員
4
名

◆
10
月
31
日　
議
会
広
報
特
別
委
員
会

◆
11
月
6
日　
四
国
地
区
町
村
議
会
研
修
会
（
高
松
市
）
議
員
5
名

◆
11
月
14
日
〜
16
日

第
56
回
議
長
大
会
及
び
白
老
町
視
察

◆
11
月
16
日　
議
会
広
報
特
別
委
員
会
（
広
報
研
修
会
総
括
）

◆
11
月
19
日　
海
部
・
安
芸
郡
議
長
会
（
高
知
市
）、

高
知
県
知
事
に
要
望
活
動

◆
11
月
20
日　
高
知
県
（
須
崎
市
）
防
災
視
察

◆
11
月
26
日　
議
会
運
営
委
員
会
（
議
員
定
数
）

◆
12
月
4
日　
議
会
運
営
委
員
会

病
院
事
業
特
別
委
員
会

◆
12
月
4
日　
徳
島
県
町
村
議
会
議
長
会
定
例
会

◆
12
月
7
日　
東
北
視
察
研
修
の
報
告
会
及
び
意
見
交
換

（
町
内
会
・
自
主
防
災
会
・
漁
業
振
興
会
・
議
会
）

議
会
活
動
報
告

（
９
月
議
会
か
ら
12
月
議
会
ま
で
）

◆各議員の賛否（議案採決結果）◆
議長…◎　　賛成…○　　反対…×　　欠席…欠

議　員　名

議　　案

　
江
本　
　
昇

　
影
山　
美
雄

　
川
尻　
竹
藏

　
永
本
善
次
郎

　
丸
龍　
孝
敏

　
北
山　
朝
彦

　
向
山　
篤
宏

　
岩
瀬　
　
公

◎
坂
口　
　
進

　
寺
下　
博
子

　
新
開　
悦
博

　
舛
田　
邦
人

　
山
本　
正
男

結　
果

◆議案第67号　一般会計補正予算の専決処分 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○ ○ 承認

◆議案第68号　国民健康保険設置及び管理条例・町営住宅設
置及び管理条例・下水道条例・水道事業設置条例の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○ ○ 可決

◆議案第69号　赤松教員住宅を町営赤松住宅に変更 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○ ○ 可決

◆議案第70号　一般会計補正予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○ ○ 可決

◆議案第71号　国民健康保険事業特別会計補正予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○ ○ 可決

◆議案第72号　育英奨学金貸付事業特別会計補正予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○ ○ 可決

◆議案第73号　水道事業会計補正予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○ ○ 可決

◆議案第74号　病院事業会計補正予算 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ／ ○ ○ ○ ○ 可決

◆議案第75号　赤河内財産区管理委員の選任 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○ ○ 同意

◆議案第76号　人権擁護委員の推薦につき意見を求める ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○ ○ 承認

◆発議第  2号　医療・介護の夜勤改善と増員の意見書 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○ ○ 採択

※議長は賛否の意思表示をすることが出来ません。採決の結果、可否同数となった場合は議長が採決権を行使します。　
　（過半数議決の場合）
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一
般
質
問

影山　美雄 議
員

1
美
波
町
総
合
計
画
の　

評
価
は

各
分
野
に
お
い
て
概
ね
成

果
を
上
げ
て
い
る
と
考
え

て
い
る
。
子
育
て
が
し
や

す
い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

し
て
い
き
た
い
。

答　　弁質　
問

①
豊
か
な
明
る
い
ま
ち
づ
く
り

を
行
う
た
め
の
美
波
町
総
合

計
画
が
ま
も
な
く
５
ヵ
年
の

期
限
が
来
よ
う
と
し
て
い
る
。

町
長
は
ど
の
よ
う
に
評
価
し

て
い
る
の
か
。

②
本
町
の
現
状
課
題
の
ト
ッ
プ

に
人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化

が
あ
る
。
町
が
繁
栄
を
続
け

る
に
は
出
生
率
を
上
げ
て
人

口
減
少
を
食
い
止
め
る
必
要

が
あ
る
。
第
２
次
総
合
計
画

に
お
け
る
子
育
て
支
援
の
ま

ち
づ
く
り
を
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
。

答　
弁

●
影
治
町
長

①
各
分
野
に
つ
い
て
は
、
概
ね

成
果
を
上
げ
て
い
る
と
考
え

て
い
る
。
主
要
事
業
の
防
災

関
係
で
は
、
防
災
無
線
の
整

備
統
合
等
、
自
主
防
災
組
織

の
組
織
率
の
向
上
、
耐
震
調

査
・
改
修
も
順
次
行
っ
て
い

る
。
地
域
医
療
・
地
域
福
祉

で
は
、
両
病
院
を
早
期
に
建

替
え
平
成
28
年
４
月
の
開
院

を
め
ざ
し
て
進
行
中
で
あ

る
。
定
住
交
流
で
は
、
各
種

の
施
設
を
用
い
て
交
流
事
業

を
行
っ
て
い
る
。
公
共
交
通

で
は
、
２
月
か
ら
デ
マ
ン
ド

タ
ク
シ
ー
の
実
証
実
験
も
行

う
こ
と
に
し
て
い
る
。
子
育

て
支
援
で
は
、
今
年
の
10
月

か
ら
医
療
費
の
無
料
化
を
小

学
校
６
年
か
ら
中
学
校
３
年

ま
で
延
長
し
た
。
活
力
あ
る

産
業
づ
く
り
で
は
、農
業
に

関
し
て
は
薬
草
の
ミ
シ
マ
サ

イ
コ
の
栽
培
に
取
り
組
ん
で

い
る
。一
番
大
き
な
成
果
と

し
て
、サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ

ス
の
誘
致
が
２
件
実
現
し
た
。

そ
の
他
、橋
梁
の
長
寿
命
化

工
事
、ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
、日

和
佐
小
学
校
の
新
築
、財
政
運

営
に
も
改
善
を
図
っ
て
き
た
。

②
今
現
在
、
非
常
に
自
然
減
が

多
い
。
こ
の
６
年
７
ヶ
月
間

で
約
千
百
人
の
人
口
が
減
少

し
て
い
る
。
ま
た
転
出
が
転

入
よ
り
上
回
る
社
会
減
に

な
っ
て
い
る
。
子
育
て
が
し

や
す
い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

し
て
い
き
た
い
。
第
２
次
総

合
計
画
の
中
に
お
け
る
子
育

て
支
援
の
あ
り
方
に
つ
い
て

は
、
現
在
審
議
会
に
諮
っ
て

い
る
。

2
い
じ
め
・
不
登
校
の

　
防
止
対
策

日
頃
の
指
導
と
早
期
発

見
・
早
期
対
応
に
全
職
員

で
取
り
組
ん
で
い
る
。

答　弁質　
問

①
大
津
市
の
中
２
男
子
の
自
殺

を
受
け
、
文
部
科
学
省
は
い

じ
め
緊
急
調
査
を
行
っ
た
。

そ
の
結
果
、
前
年
よ
り
県
内

で
も
約
２
倍
に
急
増
し
て
い

る
。
本
町
は
、
い
じ
め
・
不

登
校
の
防
止
と
対
策
は
ど
の

よ
う
に
講
じ
て
い
る
の
か
。

②
い
じ
め
防
止
対
策
と
し
て
、

「
い
じ
め
対
策
に
関
す
る
教

員
研
修
」「
道
徳
教
育
」「
人

権
教
育
」
の
充
実
が
有
効
で

あ
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

③
い
じ
め
問
題
が
発
生
し
た
と

き
、
ど
の
よ
う
な
手
立
て
を

考
え
て
い
る
の
か
。

④
情
報
公
開
の
要
求
が
高
ま
っ

て
い
る
今
日
、
多
く
の
自
治

体
で
教
育
委
員
会
の
会
議
録

を
公
開
し
て
い
る
。
本
町
の

教
育
委
員
会
の
会
議
録
公
開

に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
か
。

答　
弁

●
寺
内
教
育
長

①
日
頃
の
指
導
と
早
期
発
見
・

早
期
対
応
。
全
職
員
で
対
応
。

職
員
間
の
情
報
交
換
を
随
時

行
う
。
い
じ
め
の
訴
え
や
情

報
を
軽
視
し
な
い
。
保
護
者

や
地
域
協
力
を
得
る
。
不
登

校
に
つ
い
て
も
早
期
発
見
・

早
期
対
応
が
大
事
で
あ
る
。

わ
か
る
授
業
。
お
互
い
の
良

さ
を
認
め
合
う
集
団
づ
く
り
、

保
護
者
と
の
積
極
的
な
連
携

に
努
め
る
こ
と
と
し
、
全
職

員
で
取
り
組
ん
で
い
る
。

②
各
校
と
も
い
じ
め
防
止
対
策

の
校
内
研
修
を
実
施
し
て
い

る
。
道
徳
教
育
・
人
権
教
育

に
つ
い
て
も
年
間
教
育
計
画

を
立
て
て
学
習
し
て
い
る
。

③
情
報
収
集
・
事
実
確
認
等
、

事
実
を
的
確
に
把
握
し
、
管

理
者
の
指
示
の
も
と
、
全
職

員
の
共
通
理
解
を
図
り
、
協

働
す
る
こ
と
。
加
害
者
、
被

害
者
へ
の
的
確
な
対
応
を
行

う
。
事
案
に
よ
っ
て
は
、
所

轄
警
察
等
と
連
携
す
る
と
共

に
、
県
教
育
委
員
会
へ
報
告

し
、
支
援
を
求
め
る
。

●
海
司
教
育
次
長

④
非
公
開
で
の
会
議
以
外
は
会

議
録
を
作
成
し
、
公
開
要
求

が
あ
れ
ば
公
開
す
る
こ
と
と

し
て
い
る
。
会
議
録
の
方
法

は
、
発
言
す
べ
て
を
記
録
す

る
方
法
で
は
な
く
、
意
思
決

定
し
た
結
果
を
中
心
に
記
録

し
て
い
る
。
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舛田　邦人 議
員

1
地
域
防
災
の
取
り
組
み
は

自
主
防
災
会（
地
域
住
民
）

の
防
災
・
減
災
へ
の
取
り

組
み
の
活
性
化
の
た
め
、

要
望
へ
の
対
応
、
支
援
協

力
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

答　　弁質　
問

①
自
主
防
災
組
織
は
、
代
表
者

ば
か
り
が
集
う
名
ば
か
り
の

組
織
で
、
住
民
全
体
を
巻
き

込
む
よ
う
な
大
き
な
力
に
は

な
っ
て
い
な
い
。
ま
た
、
そ

の
活
動
の
姿
が
あ
ま
り
見
え

て
こ
な
い
。
自
主
防
災
組
織

が
底
辺
か
ら
盛
り
上
が
り
を

見
せ
、
極
め
て
能
力
の
高
い

組
織
と
す
る
に
は
今
後
ど
の

よ
う
な
構
想
、
支
援
体
制
を

も
っ
て
臨
む
の
か
。

②
恵
比
須
浜
地
区
・
日
和
佐
浦

地
区
の
既
存
の
津
波
避
難
タ

ワ
ー
の
嵩
上
げ
な
ど
の
改
造
、

ま
た
新
設
の
計
画
等
の
考
え

は
な
い
の
か
。

丸龍　孝敏 議
員

1
子
ど
も
会
活
動
は
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の

か子
ど
も
会
連
合
会・学
校・

Ｐ
Ｔ
Ａ
と
と
も
に
検
討
し

て
い
き
た
い
。

答　弁質　
問

①
子
ど
も
主
体
の
子
ど
も
会
活

動
で
、
体
験
不
足
や
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
低
下

等
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
地

域
社
会
の
中
で
同
年
代
の
子

ど
も
達
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
、
ま
た
文
化
活
動
・
地

域
活
動
な
ど
が
で
き
て
い
な

い
の
で
は
な
い
の
か
。

②
交
流
事
業
は
、
自
主
性
・
協

調
性
・
地
元
愛
を
育
む
、
ま

た
指
導
者
の
育
成
・
情
報
交

換
の
場
と
し
て
も
交
流
活
動

は
必
要
で
は
な
い
の
か
。

③
安
全
と
向
き
合
う
子
ど
も
会

活
動
と
し
て
、
子
ど
も
達
の

生
命
・
命
に
か
か
わ
る
よ
う

な
場
面
に
遭
遇
し
た
時
に
、

適
切
な
対
応
が
で
き
る
の
か
。

④
美
波
町
の
各
小
学
校
で
の
5

年
生
6
年
生
の
弁
論
大
会
を

行
っ
て
は
ど
う
か
。

答　
弁

●
鶴
木
社
会
教
育
課
長

①
子
ど
も
達
が
地
域
の
人
達
と

共
に
、
様
々
な
活
動
を
通
し

て
経
験
を
つ
み
、
心
身
の
健

全
な
育
成
、
豊
か
な
心
と
た

く
ま
し
く
生
き
る
力
を
身
に

つ
け
る
こ
と
を
目
的
に
、
美

波
町
子
ど
も
会
連
合
会
に
お

い
て
取
り
組
ん
で
い
る
。
子

ど
も
主
体
の
子
ど
も
会
の
た

め
に
は
、
子
ど
も
達
が
自
主

的
に
考
え
、
創
造
す
る
場
や

機
会
の
提
供
に
努
め
る
必
要

が
あ
る
。
今
後
、
運
営
の
あ

り
方
に
つ
い
て
役
員
・
学
校
・

Ｐ
Ｔ
Ａ
と
と
も
に
検
討
し
て

い
き
た
い
。

②
子
ど
も
会
交
流
事
業
は
、
沖

縄
県
恩
納
村
子
ど
も
会
と
の

県
外
交
流
研
修
と
し
て
、
隔

年
相
互
に
派
遣
し
交
流
を
深

め
て
い
た
が
、
平
成
22
年
度

を
も
っ
て
終
了
し
て
い
る
。

　

今
後
、
町
外
の
子
ど
も
会

と
の
交
流
活
動
に
つ
い
て
は
、

子
ど
も
会
連
合
会
と
共
に
協

議
し
て
い
き
た
い
。

③
学
校
教
育
に
お
い
て
、
地

震
・
津
波
を
想
定
し
た
避
難

訓
練
・
防
災
教
育
な
ど
を
推

進
し
て
い
る
。
子
ど
も
会
活

答　
弁

●
橋
本
消
防
防
災
課
長

①
避
難
訓
練
や
、
研
修
会
を
企

画
し
、
町
全
体
と
し
て
の
自

主
防
災
会
の
育
成
、
並
び
に

住
民
へ
の
防
災
意
識
の
啓
発

と
情
報
提
供
を
行
っ
て
い
る
。

地
域
住
民
ま
た
自
主
防
災
会

の
防
災
・
減
災
へ
の
取
り
組

み
の
活
性
化
の
た
め
、
災
害

危
険
度
判
定
業
務
、
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
作
成
の
た
め
の
地

区
別
住
民
懇
談
会
、
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
な
ど
の
中
で
、
住

民
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
検

討
し
、
要
望
へ
の
対
応
、
支

援
協
力
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

②
恵
比
須
浜
地
区
の
避
難
タ

ワ
ー
は
、
徳
島
県
の
津
波
浸

水
想
定
で
は
、
浸
水
す
る
と

予
測
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
日

和
佐
浦
地
区
は
、
か
ろ
う
じ

て
浸
水
し
な
い
想
定
と
な
っ

て
い
る
が
、
住
民
の
意
見
を

聞
き
な
が
ら
検
討
し
て
い
き

た
い
。
新
設
に
つ
い
て
は
、

現
在
の
と
こ
ろ
計
画
し
て
い

な
い
が
、
住
民
懇
談
会
等
に

お
い
て
、避
難
困
難
地
域
な
ど

特
殊
な
事
情
が
あ
る
場
合
は
、

検
討
し
て
い
き
た
い
。

子ども会活動

動
を
行
う
場
合
は
、

安
全
へ
の
配
慮
を

十
分
検
討
し
た
う

え
で
実
施
し
て
い

き
た
い
。

④
小
学
生
を
対
象
と

し
た
弁
論
大
会
は

開
催
さ
れ
て
い
な

い
。
今
後
開
催
に

つ
い
て
は
、
要
望

や
意
見
等
を
確
認

し
、
対
応
し
て
い

き
た
い
。
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江本　　昇 議
員

1
高
潮
対
策
・
防
潮
堤
の

改
修
、
山
王
谷
の
避
難

場
所
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
の
か
。

大
浜
海
岸
の
防
潮
堤
改
修

を
優
先
し
て
い
き
た
い
。

砂
防
事
業
完
了
後
、
一
次

避
難
場
所
と
し
て
使
用
し

た
い
。

答　　弁質　
問

①
日
和
佐
港
の
高
潮
対
策
・
大

浜
海
岸
の
防
潮
堤
の
改
修
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

②
日
和
佐
浦
地
区
の
山
王
谷
付

近
の
避
難
場
所
の
整
地
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
。

答　
弁

●
影
治
町
長

①
大
浜
海
岸
の
防
潮
堤
・
日
和

佐
港
の
岸
壁
の
改
修
工
事

は
、
県
に
よ
る
と
平
成
24
年

度
末
に
計
画
の
見
直
し
が
あ

り
、
県
と
連
絡
を
取
り
な
が

2
職
員
の
規
律
は

　
ど
う
し
て
い
る
の
か

職
員
の
意
識
高
揚
に
努
め

て
い
る
。

答　弁質　
問

　

朝
の
登
庁
時
、
時
間
ギ
リ
ギ

リ
で
出
勤
す
る
職
員
を
見
た
り

聞
い
た
り
す
る
。
ま
た
昼
休
み

に
は
大
半
の
職
員
が
自
宅
に

帰
っ
て
い
る
が
、
地
震
・
火
事

な
ど
の
緊
急
時
、
自
宅
に
帰
っ

た
職
員
へ
の
連
絡
呼
び
出
し
体

制
は
万
全
な
の
か
。
そ
の
間
の

窓
口
や
電
話
の
応
対
等
は
お
ろ

そ
か
に
な
っ
て
い
な
い
の
か
。

　

ま
た
、
ど
の
よ
う
な
指
導
監

督
を
お
こ
な
っ
て
い
る
の
か
。

答　
弁

●
山
路
副
町
長

　

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
と
な

ら
な
い
よ
う
税
務
課
・
住
民
生

活
課
・
保
健
福
祉
課
に
各
１
人

の
日
直
を
お
い
て
お
り
、
住
民

票
、
各
種
証
明
書
の
発
行
、
各

種
の
届
出
の
受
理
を
行
っ
て
い

る
。
ま
た
役
場
全
体
の
日
直
と

し
て
１
人
を
配
置
し
て
、
全
般

の
こ
と
に
つ
い
て
対
応
を
し
て

い
る
。
由
岐
支
所
に
つ
い
は
、

２
名
で
対
応
を
し
て
い
る
。

　

法
令
を
遵
守
す
る
こ
と
を
目

ら
、
関
係
住
民
の
意
見
を
大

事
に
し
て
、
大
浜
海
岸
の
防

潮
堤
改
修
を
優
先
し
て
い
き

た
い
。

●
鈴
木
建
設
課
長

②
山
王
谷
の
砂
防
事
業
は
用
地

関
係
が
最
終
段
階
に
入
っ
て

お
り
、
工
事
期
間
は
平
成
25

年
度
か
ら
27
年
度
の
予
定
で
、

砂
防
事
業
完
了
後
は
、
一
次

避
難
場
所
と
し
て
、
立
木
の

伐
採
し
て
い
る
平
地
、
及
び

工
事
用
道
路
も
避
難
路
と
し

て
使
用
し
た
い
と
考
え
て
い

る
。

職　員　研　修

的
と
し
た
コ
ン
プ

ラ
イ
ア
ン
ス
研
修

な
ど
を
行
い
、
公

務
員
と
し
て
の
倫

理
観
・
使
命
感
を

持
ち
、
職
務
に
当

た
る
よ
う
職
員
の

意
識
高
揚
に
努
め

て
い
る
。
今
後
と

も
住
民
の
信
頼
を

損
な
う
こ
と
の
な

い
よ
う
、
よ
り
一

層
の
服
務
規
律
の

確
保
に
努
め
て
い

く
。

2
教
育
問
題

学
校
統
合
の
具
体
的
な
計

画
は
策
定
し
て
い
な
い
が
、

学
習
環
境
が
維
持
で
き
な

く
な
っ
た
と
き
取
り
組
む
。

答　　弁質　
問

　

将
来
の
少
子
化
を
見
据
え
、

学
校
の
統
廃
合
を
含
め
た
取
り

組
み
は
。

答　
弁

●
寺
内
教
育
長

　

現
在
、
小
学
校
が
４
校
、
中

学
校
が
分
校
を
含
ん
で
３
校
で
、

本
年
度
の
児
童
数
２
９
４
人
、

大浜海岸の防潮堤

生
徒
数
１
６
９
人
で

あ
る
。
平
成
30
年
度

は
、
児
童
数
２
１
８

人
、
生
徒
数
１
２
５

人
の
約
26
％
の
減
少

が
見
込
ま
れ
、
学
級

数
の
減
少
、
複
式
学

級
の
増
加
が
予
想
さ

れ
る
。
教
育
上
特
性

を
生
か
し
た
学
校
運

営
や
、
児
童
生
徒
に

と
っ
て
望
ま
し
い
学

習
環
境
が
維
持
で
き

な
い
と
き
に
取
り
組

み
た
い
。
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寺下議員向山　篤宏 議
員

1
津
波
の
減
災
・
避
難
対

策
の
状
況
と
各
地
区
へ

の
食
糧
品
の
備
蓄
は

命
を
守
る
対
策
を
講
じ
、

食
糧
品
備
蓄
は
検
討
す
る
。

答　弁質　
問

①
今
後
発
生
す
る
と
言
わ
れ
る

南
海
ト
ラ
フ
を
震
源
と
し
た

地
震
津
波
に
対
す
る
対
策
は

ど
の
よ
う
な
状
況
か
。
ま
た
、

地
震
・
津
波
対
策
推
進
に
当

た
っ
て
ど
の
よ
う
な
課
題
が

あ
る
の
か
。

②
住
民
が
津
波
か
ら
一
時
的
に

避
難
し
滞
在
で
き
る
施
設
は

非
常
に
少
な
い
と
思
わ
れ
る
。

特
に
雨
露
対
策
、
防
寒
対
策

は
病
人
、
高
齢
者
、
乳
幼
児

に
は
特
に
重
要
で
あ
る
が
、

町
は
そ
の
対
策
を
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
。
ま
た
、

最
低
限
度
の
飲
料
水
、
食
糧

品
は
町
が
責
任
を
持
っ
て
町

費
で
各
地
区
に
分
散
し
て
備

蓄
す
る
こ
と
が
必
要
と
思
う

が
ど
う
か
。

答　
弁

●
橋
本
消
防
防
災
課
長

①
津
波
浸
水
予
測
な
ど
、
国
、

県
か
ら
の
情
報
を
随
時
住
民

に
提
供
す
る
と
と
も
に
、
住

民
の
命
を
守
る
こ
と
を
第
一

に
、
避
難
場
所
等
の
見
直
し

を
行
い
、
避
難
路
・
避
難
階

段
の
整
備
を
優
先
的
に
行
っ

て
い
る
。
今

後
の
課
題
と

し
て
は
避
難

困
難
者
・
要

援
護
者
の
避

難
を
ど
の
よ

う
に
す
る
か
、

被
災
後
の
生

活
や
、
復
興

計
画
の
策
定

な
ど
が
あ
る
。

②
風
雨
を
し
の

ぐ
一
次
避
難

場
所
は
ほ
と

ん
ど
整
備
さ

れ
て
い
な
い

の
が
現
状
で

あ
る
。
今

後
、
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
の

作
成
や
避
難
計
画
を
協
議
し

な
が
ら
、
順
次
整
備
を
行
い

た
い
。
食
糧
品
の
備
蓄
は
町

内
２
カ
所
に
、
飲
料
施
設
は

数
カ
所
に
整
備
し
て
い
る
が
、

各
地
区
へ
の
食
糧
品
備
蓄
に

つ
い
て
は
、
自
助
・
共
助
・

公
助
の
観
点
か
ら
町
が
整
備

す
る
の
が
適
当
か
ど
う
か
今

後
検
討
し
て
い
き
た
い
。

2
有
害
鳥
獣
対
策
の

　
推
進
を

駆
除
の
推
進
等
を
充
実
し

た
い
。

答　弁質　
問

①
有
害
鳥
獣
に
よ
る
被
害
が
減

る
状
況
下
に
な
い
が
、
今
後
、

町
は
ど
の
よ
う
な
有
害
鳥
獣

対
策
を
考
え
て
い
る
の
か
。

②
Ｊ
Ｒ
四
国
の
列
車
が
シ
カ
と

衝
突
し
た
事
例
が
あ
り
、
県

道
や
町
道
に
お
い
て
も
、
猿
、

シ
カ
、
ウ
サ
ギ
な
ど
が
横
断

し
自
動
車
の
運
転
等
日
常
生

避難階段（奥河内）

活
に
お
い
て
危
険
な
場
合
も

憂
慮
さ
れ
る
が
、
野
生
動
物

と
の
共
存
の
施
策
は
な
い
の

か
。

答　
弁

●
今
津
産
業
振
興
課
長

①
新
規
狩
猟
免
許
取
得
経
費
の

助
成
や
有
害
鳥
獣
駆
除
を
進

め
る
な
ど
、
従
来
の
対
策
を

推
進
し
た
い
。
ま
た
、
サ
ル

対
策
と
し
て
は
、
捕
獲
を
進

め
る
た
め
、
徳
島
県
と
タ
イ

ア
ッ
プ
し
て
サ
ル
の
生
息
調

査
を
実
施
し
て
い
る
。

②
鳥
獣
に
よ
る
交
通
事
故
防
止

電柵ソーラー電源

に
つ
い
て
は
、

個
体
数
が
増
え

す
ぎ
る
と
、
事

故
に
つ
な
が
る

た
め
個
体
数
の

調
整
を
進
め
、

ま
た
道
路
管
理

者
等
と
事
故
防

止
対
策
に
努
め

た
い
。
動
物
と

の
共
存
に
つ
い

て
は
美
波
町
が

事
業
対
象
と
な

る
国
・
県
の
施

策
は
見
あ
た
ら

な
い
。
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寺下議員寺下　博子 議
員

1
町
立
病
院
と
保
健
セ
ン

タ
ー
（
仮
称
）
の
建
設

の
進
捗
は

保
健
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）

は
日
和
佐
高
校
跡
地
に
建

設
し
、
町
立
病
院
と
同
じ

く
平
成
28
年
４
月
の
開
院

を
目
指
す
。

答　　弁質　
問

①
美
波
町
立
病
院
建
設
検
討
委

員
会
の
中
間
報
告
書
に
お
い

て
、
新
病
院
の
整
備
方
針
も

取
り
ま
と
め
ら
れ
た
。
進

捗
の
現
況
と
今
後
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
を
伺
い
た
い
。

②
南
部
圏
域
と
の
連
携
に
つ
い

て
、
具
体
的
に
は
ど
の
よ
う

な
こ
と
が
考
え
ら
れ
て
い
る

の
か
。

③
保
健
セ
ン
タ
ー
の
建
設
地
に

つ
い
て
、
現
況
と
対
応
に
つ

い
て
伺
い
た
い
。

答　
弁

●
礒
野
総
務
企
画
課
長

①
左
表
の
と
お
り

②
圏
域
内
の
県
立
海
部
病
院
・

阿
南
共
栄
病
院
・
阿
南
医
師

会
中
央
病
院
等
と
の
連
携
に

よ
り
、
専
門
の
診
療
科
へ
の

紹
介
や
医
師
の
派
遣
の
更
な

る
充
実
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

③
10
月
31
日
の
徳
島
県
の
津
波

浸
水
予
測
図
の
発
表
（
浸
水

深
は
、
２
ｍ
〜
３
ｍ
）
を
受

け
、
正
式
に
日
和
佐
高
校
跡

地
を
建
設
地
と
し
た
。
整
備

方
針
に
つ
い
て
は
、
病
院
建

設
検
討
委
員
会
に
お
い
て
３

月
ま
で
に
策
定
、
町
長
に
報

告
す
る
。
避
難
施
設
の
併
設

に
つ
い
て
は
、
病
院
建
設
検

討
委
員
会
に
お
い
て
今
後
も

審
議
を
行
い
進
め
て
い
く
。

2
美
波
町
第
２
次
総
合
計

画
を
活
か
す
た
め
の
今

後
の
取
り
組
み
は

危
機
管
理
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
地
域
担
当
職
員
に
は
、

今
後
も
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
・
津
波
避
難
計
画
・
地

域
防
災
計
画
な
ど
の
作
成

に
お
い
て
、
地
域
と
の
協

議
に
携
わ
っ
て
も
ら
う
。

答　　弁質　
問

①
計
画
策
定
の
進
捗
に
つ
い
て
、

現
況
を
伺
い
た
い
。

②
計
画
策
定
後
、
検
証
委
員
会

等
を
設
置
し
、
し
っ
か
り
と

検
証
す
る
必
要
性
を
感
じ
る

が
ど
う
か
。

③
本
町
に
と
っ
て
、
防
災
・
減

災
の
ま
ち
づ
く
り
は
永
久
の

課
題
で
あ
る
。
住
民
と
協
働

で
継
続
す
る
た
め
に
も
、
危

機
管
理
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
内
に

制
限
せ
ず
、
防
災
に
特
化
し

た
地
域
担
当
職
員
制
度
を

も
っ
と
活
発
に
活
動
さ
せ
る

必
要
性
を
感
じ
る
が
ど
う
か
。

答　
弁

●
礒
野
総
務
企
画
課
長

①
今
年
の
7
月
か
ら
作
業
に
入

り
、
基
礎
デ
ー
タ
の
収
集
・

整
理
、現
地
調
査
、ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
、
中
学
生
・
住
民
代

表
に
よ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
実
施
。
現
在
は
、
現
計
画

の
点
検
と
各
課
の
ヒ
ア
リ
ン

グ
を
実
施
し
、
取
り
ま
と
め

作
業
を
行
っ
て
い
る
。
今
後
、

基
本
構
想
と
基
本
計
画
の
2

層
で
構
成
し
、
具
体
的
に
は

審
議
会
の
意
見
等
も
入
れ
な

が
ら
、
推
進
す
べ
き
主
要
施

策
を
行
政
の
各
分
野
に
わ

た
っ
て
体
系
的
に
示
し
て
い

く
。
完
成
時
期
に
つ
い
て
は
、

よ
り
良
い
計
画
と
す
る
た
め
、

年
度
を
繰
り
越
す
こ
と
も
考

え
て
い
る
。

②
毎
年
度
予
算
査
定
に
お
い
て
、

各
課
で
進
め
る
べ
き
施
策
に

つ
い
て
聞
き
取
り
し
、
次
年

度
の
施
策
の
実
施
に
反
映
さ

①進捗状況と今後のスケジュール
着手予定時期 町立病院 保健センター（仮称）
平成24年11月 事業認定（注）業務発注

12月 整備方針策定
平成25年  2月 基本設計・実施設計発注

3月 整備方針策定
6月 事業認定　県へ申請
8月 基本設計・実施設計発注
10月 建設用地買収

平成26年  2月 建設工事発注
　10月 建設工事発注

平成28年  4月 開院 開院
（注）事業認定 … 道路、河川などの公共事業に係る用地取得において、租税特別措置法

の規定により５千万円の特別控除が認められているが、役場庁舎や病院など一部の
施設については適用外となっている。よって、この特別控除を受けるために、土地
収用法の事業認定を受ける必要がある。
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山本　正男 議
員

1
対
話
行
政
の
取
り
組
み

状
況
は

今
後
も
対
話
の
行
政
を
継

続
し
て
い
く
。

答　弁質　
問

①
地
域
懇
談
会
の
取
り
組
み
状

況
と
「
町
長
の
手
紙
」
利
用

状
況
は
、
ど
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
の
か
。

②
日
和
佐
幼
稚
園
・
保
育
園
の

保
護
者
の
方
と
の
意
見
交
換

会
の
結
果
内
容
は
、
ど
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。
ま

た
、
今
後
ど
の
よ
う
に
進
め

て
い
く
の
か
。

③
町
政
モ
ニ
タ
ー
制
度
の
導
入

も
視
野
に
入
れ
て
、
さ
ら
に

対
話
行
政
を
進
め
て
い
く
べ

き
で
は
な
い
か
。

④
住
民
と
の
対
話
を
通
じ
、
各

地
域
の
魅
力
を
発
掘
し
て
、

地
域
の
再
発
見
を
し
て
、
事

業
化
し
、
ま
た
投
資
し
て
、

地
域
の
活
性
化
を
図
っ
て
い

く
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

⑤
町
長
の
描
く
美
波
町
の
あ
り

方
、
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性

に
つ
い
て
ビ
ジ
ョ
ン
を
ど
の

よ
う
に
描
い
て
い
る
の
か
。

答　
弁

●
影
治
町
長

①
現
在
ま
で
に
20
町
内
会
で
開

催
、
延
べ
２
８
４
人
の
参
加

が
あ
り
、
内
容
に
つ
い
て
は

地
域
情
報
化
・
病
院
・
防
災

対
策
等
で
あ
る
。「
町
長
へ

の
手
紙
」
に
つ
い
て
は
、
昨

年
６
月
か
ら
現
在
ま
で
15
件

頂
い
て
い
る
。

②
11
月
13
日
日
和
佐
地
区
９
人
、

11
月
28
日
由
岐
地
区
３
人
の

参
加
者
が
あ
り
、
内
容
は
日

寺下議員北山　朝彦 議
員

1
地
籍
調
査
の
実
施
に
つ

い
て
は
ど
う
考
え
て
い

る
の
か

平
成
24
年
度
に
準
備
し
て
、

25
年
度
か
ら
実
施
す
る
。

答　弁質　
問

　

現
在
の
土
地
台
帳
・
登
記
簿

は
明
治
の
初
め
幼
稚
な
技
術
で

作
ら
れ
た
も
の
で
不
正
確
で
あ

る
。
全
国
的
に
、
昭
和
26
年
か

ら
地
籍
調
査
が
行
わ
れ
て
い
る

が
本
町
で
は
何
の
動
き
も
な
い
、

町
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

の
か
。

答　
弁

●
鈴
木
建
設
課
長

　

面
積
が
大
き
く
完
了
ま
で
長

い
年
月
を
要
し
大
変
な
事
業
だ

が
、
財
政
事
情
を
考
慮
し
な
が

ら
災
害
対
策
の
一
環
と
し
て
も

取
り
組
む
べ
き
課
題
と
考
え
て

い
る
。

せ
る
形
が
よ
り
実
効
的
で
あ

る
。
総
合
的
な
検
証
・
分
析

に
つ
い
て
は
、
5
年
後
に
実

施
す
る
予
定
と
し
て
い
る
。

●
橋
本
消
防
防
災
課
長

③
災
害
危
険
度
判
定
業
務
に
よ

り
、
避
難
場
所
・
避
難
路
の

見
直
し
な
ど
に
つ
い
て
地
区

別
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
っ

て
い
く
中
で
担
当
職
員
に
も

参
加
依
頼
を
し
て
い
る
。
今

後
も
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
・
津

波
避
難
計
画
・
地
域
防
災
計

画
な
ど
の
作
成
に
お
い
て
、

地
域
と
の
協
議
に
携
わ
っ
て

も
ら
う
。

●
影
治
町
長

③
防
災
・
減
災
に
つ
い
て
は
、

自
助
・
共
助
・
公
助
の
連
携

を
進
め
る
こ
と
か
ら
、
町
と

し
て
も
必
要
な
場
合
に
必
要

な
措
置
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

保護者との意見交換会

和
佐
幼
稚
園
・
保
育
園
を
早

急
に
高
台
移
転
計
画
を
進
め

て
欲
し
い
、
第
３
子
以
降
の

保
育
料
を
無
料
化
し
て
欲
し

い
等
が
あ
り
、
今
後
も
こ
の

よ
う
な
座
談
会
を
設
け
て
欲

し
い
と
意
見
が
あ
っ
た
。
内

容
等
十
分
に
精
査
し
て
協
議

が
必
要
な
も
の
に
つ
い
て
は

協
議
を
す
る
こ
と
と
し
て
い

る
。
幼
稚
園
・
保
育
園
高
台

移
転
に
つ
い
て
は
年
度
内
に
、

検
討
会
議
を
立
ち
上
げ
た
い
。

③
町
政
モ
ニ
タ
ー
制
度
に
つ
い

て
は
「
町
長
へ
の
手
紙
」
制

度
と
若
干
重
複
す
る
と
こ
ろ

も
あ
り
、
ま
だ
開
始
し
て
２

年
が
経
過
し
て
い
な
い
の
で
、

も
う
し
ば
ら
く
こ
の
制
度
を

続
け
て
い
き
た
い
。

④
徳
島
文
理
大
学
・
四
国
大
学

と
県
と
共
に
地
域
が
キ
ャ
ン

パ
ス
事
業
に
取
り
組
ん
で
お

り
、
今
後
県
と
の
協
力
に
よ

り
、
さ
ら
に
大
学
を
増
や
し

て
い
き
た
い
。
少
し
で
も
長

く
滞
在
を
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
な
キ
ャ
ン
パ
ス
事
業
に

将
来
は
な
る
よ
う
に
、
来
年

度
も
県
の
方
に
要
望
し
て
、

方
向
・
協
議
を
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。
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質　
問

　

平
成
24
年
度
は
準
備
期
間
と

言
う
事
だ
が
、
ど
れ
だ
け
の
準

備
事
業
を
行
っ
た
の
か
。

答　
弁

●
鈴
木
建
設
課
長

　

対
象
面
積
・
必
要
事
業
費
・

筆
数
等
の
調
査
、
那
賀
町
へ
自

治
研
修
、
高
松
で
の
研
修
会
へ

の
職
員
派
遣
等
々
を
行
っ
た
。

2
平
成
23
年
度
病
院
事
業

経
営
改
革
は
ど
の
よ
う

に
進
め
ら
れ
た
か

両
病
院
と
も
に
、
ベ
ッ
ト

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
・
転
院
の

受
け
入
れ
・
診
療
内
容
改

善
・
一
人
当
た
り
診
療
単

価
の
増
収
等
々
に
努
め
た

が
、
医
師
不
足
に
よ
り
厳

し
い
経
営
が
続
い
て
い
る
。

答　　弁質　
問

　

平
成
23
年
度
に
お
け
る
病
院

事
業
改
革
の
た
め
の
具
体
的
実

施
事
項
に
つ
い
て
病
院
改
革
プ

ラ
ン
評
価
委
員
会
の
調
査
結
果

を
挙
げ
ら
れ
た
い
。

答　
弁

●
山
路
副
町
長

　

日
和
佐
病
院
は
ベ
ッ
ト
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
、
転
院
受
け
入
れ
、

外
科
パ
ー
ト
医
師
の
確
保
。
由

岐
病
院
は
ベ
ッ
ト
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
、
診
療
内
容
改
善
、
一
人
当

た
り
診
療
単
価
の
増
収
に
努
め

た
。

質　
問

　

評
価
委
員
会
で
は
具
体
的
実

施
事
項
に
つ
い
て
十
分
審
議
で

き
て
い
な
い
と
感
じ
た
。
平
成

20
年
に
行
っ
た
日
本
経
営
の
調

査
報
告
に
基
づ
い
た
医
薬
品
費

の
改
善
努
力
や
会
計
処
理
上
の

問
題
点
改
善
、
病
院
長
の
経
営

責
任
と
権
限
等
々
に
つ
い
て
町

は
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

答　
弁

●
木
本
由
岐
病
院
事
務
長

　

医
薬
品
関
係
で
、
薬
品
購
入

時
の
値
引
率
の
数
字
は
消
費
税

込
み
に
な
っ
て
い
る
の
で
事
実

と
異
な
る
。
多
く
の
業
者
か
ら

入
れ
る
の
は
在
庫
管
理
の
リ
ス

ク
を
減
ら
す
た
め
、
共
同
購
入

は
薬
事
法
の
違
反
が
あ
る
。
１

病
院
１
卸
業
者
に
つ
い
て
は
検

討
す
る
。
決
算
の
多
額
の
不
用

額
に
つ
い
て
は
、
パ
ー
ト
医
師

の
賃
金
が
高
額
な
の
で
診
察
に

穴
を
あ
け
な
い
た
め
多
額
に
見

積
も
っ
て
い
る
。
委
託
料
・
賃

借
料
に
つ
い
て
も
患
者
に
迷
惑

を
か
け
な
い
よ
う
、
従
来
か
ら

大
き
く
組
ん
で
い
る
。

●
影
治
町
長

　

病
院
長
が
経
営
の
権
限
と
責

任
を
持
つ
件
に
つ
い
て
は
検
討

し
て
い
な
い
の
で
、
一
度
検
討

す
る
。

質　
問

　

病
院
を
一
つ
に
し
て
新
築
す

れ
ば
経
営
は
改
善
さ
れ
る
と
は

限
ら
な
い
、
悪
化
す
る
可
能
性

も
あ
る
。
病
院
経
営
運
営
の
改

革
改
善
を
徹
底
的
に
検
討
検
証

し
て
新
病
院
体
制
を
作
ら
れ
た

い
。

意　
見

　

薬
品
購
入
に
関
す
る
日
本
経

営
の
値
引
率
の
数
字
に
つ
い
て

消
費
税
込
・
消
費
税
抜
き
の
問

題
が
と
い
う
事
で
あ
る
が
、
公

文
書
で
あ
る
日
本
経
営
の
「
調

査
報
告
書
」
に
誤
り
が
あ
る
の

な
ら
、
日
本
経
営
に
訂
正
を
求

め
る
べ
き
で
あ
る
。

寺下議員岩瀬　　公 議
員

1
日
和
佐
幼
稚
園
・
保
育

園
の
地
震
・
津
波
対
策

は早
急
に
移
転
用
地
の
検
討

も
含
め
た
移
転
改
築
等
に

向
け
た
検
討
会
を
立
ち
上

げ
る
。

答　　弁質　
問

　

日
和
佐
幼
稚

園
・
保
育
園
の

地
震
・
津
波
対

策
は
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る

の
か
。

答　
弁

●
影
治
町
長

　

日
和
佐
幼
稚

園
・
保
育
園
は
、

徳
島
県
が
発
表

し
た
地
震
に
よ

る
浸
水
深
の
想

定
高
が
、
３
ｍ

日和佐幼稚園・保育園

〜
４
ｍ
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

11
月
13
日
に
幼
稚
園
・
保
育
園

の
保
護
者
及
び
、
今
後
入
園
す

る
保
護
者
と
の
座
談
会
を
開
催

し
た
と
こ
ろ
「
早
急
に
高
台
移

転
計
画
を
進
め
て
ほ
し
い
」「
移

転
改
築
に
時
間
が
要
す
る
の

で
あ
れ
ば
仮
設
の
園
舎
は
で
き

な
い
の
か
」
等
の
意
見
が
あ
り
、

早
急
に
移
転
用
地
の
検
討
も
含

め
た
移
転
改
築
等
に
向
け
た
検

討
会
を
立
ち
上
げ
取
り
組
ん
で

い
く
。
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文教厚生委員会報告
（平成 24 年 10 月 24 日㈬ 開催）

　最近全国で起きている学校におけるいじめ問題や文教厚生委員会所管の次の事項について委員会
を開催し課題や今後の対応について協議・要請しました｡

◆いじめ未然防止対策を要請（教育委員会）
①学校のいじめ問題について
　　各学校において、いじめに対する校内研修の実施や学校・警察連絡協議会を設けているが、教

育委員会においては、いじめ等の対応基準を早急に検討し、指導的立場にたっていじめを未然に
防ぐための対策に万全を期すようお願いしました｡

◆町民の健康増進と医療費軽減を（保健福祉課）
②美波町国民健康保険事業・介護保険事業・後期高齢者医療各特別会計の状況について
　○美波町国民健康保険事業

・一般被保険者数やその医療費は減少傾向にある反面、団塊世代の退職期の到来に伴い退職被
保険者数や医療費は増加傾向にある。

・当会計の平成23年度決算では、歳出総額12億５千６百万円となり一般会計からの繰り入れ
は無い。

などの説明を受け、医療費の減額をめざしてジェネリック薬品の利用促進について協議しました｡
　○介護保険事業

・保険給付費は年々増加傾向にあるが、平成23年度においては給付費適正化の充実を図った
成果として、約１千万円を減額することができた。

・高齢者人口は減少しているが、介護サービス利用者は逆に増えている。
・介護保険料は、被保険者の財源負担割合が増えたため、平成24年度に基準額が5800円にな

り県下で最高額となっているが、今後一層の適正化と併せ特定保健指導の充実を図りたい。
等の説明を受け、あわせて町の姿勢を確認しました。

　○後期高齢者医療保険事業
・後期高齢者医療事業は現在広域連合で実施しているが、給付費は急速に増加傾向にあり、美

波町では、制度当初に比べ平成23年度では約20パーセントの増加となっている｡
・一人当たりの医療費は美波町では86万4000円となっている。
等の説明をうけました。

◎各事業の収入未済金への対応
　各納期毎に督促し、訪問による納付相談も実施し、事業の制度等も説明し理解を求めながら納付
を依頼していると説明を受け、徴収については、更なる努力をお願いしました｡

◆産業廃棄物処理施設の動向を注視（住民生活課）
③阿南市福井地区の産業廃棄物処理施設の状況について
　９月12日に徳島県の担当者に現況説明を受けた主な結果を委員長が報告しました。

・現在は変更申請書を審査中であるが、その状況は説明出来ない。
・審査は書類等の不備、汚水の漏水がないように進めている｡
・汚水の流出は許されない。（流水は阿南市側に流れる｡）
・阿南市の動きは把握していない｡
・許可に当たっては、告示・縦覧し、その後、市町の意見も聞くことになる。

　などを報告し、常にその審査の状況等を把握することにしました。
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病院事業特別委員会報告
（平成 24 年 12 月４日㈫ 開催）

◆病院経営改革プラン評価委員会の答申
　各病院ごとの財務にかかる数値目標については平成 23 年度計画に対して実績では経常収支比率
のついては日和佐病院では 106.0％、由岐病院では 98.2％で下回って、職員給与比率についても日
和佐病院では 99.6％、由岐病院では 59.8％と多くなっている、病床利用率についても日和佐病院で
74.4％、由岐病院では 39.6％でいずれも下回っている。医療収支比率についても日和佐病院で 63.2
％、由岐病院で 83.9％とそれぞれ下回っている。患者数についても１日あたり、日和佐病院では
74.3 人、由岐病院では 104.6 人で計画より下回っている状況でさらなる改善が必要である。次に運
営状況を検討した結果、日和佐病院は多額の累積欠損金、由岐病院も単年度だが赤字であり病院事
業あり方検討委員会の答中による１病院、１診療所の整備を行い経営改善を行う必要がある。病院
建設検討委員会において早急に新しい病院の整備を進めるとの報告があった。
　委員からは、運営・経営について専門家を交えた議論やこれからも改革プランを続けていくのか
等の意見があった。

◆美波町立病院建設検討委員会報告
　新病院については、災害拠点としての安全な施設の建設、
将来病棟の一部を療養病床に変更できる一般病床 50 床程度、
医師確保のために働きやすく魅力的な環境整備を行う、安ら
ぎと安心を実感できる療養環境の整備、また住民が利用しや
すい交通手段の整備を図る。
　各部門の整備は、病室は個室（14 室）・４人部屋（９室）
で可能な限り洗面所やトイレを設ける。患者と医療関係者の
動線に十分に配慮すること、救急外来と外来の入り口は分け
て計画する、薬剤部門は院内処方を考えています。また災害
時の被災用機材を備蓄できる倉庫・スペースの確保、自家発
電の設置を計画し、運営計画は内科・外科・整形外科の３科
とする。経営の効率化には職員と町が知恵と工夫をもって経営が安定した病院に取り組むとの報告
があった。委員からは、用地確保や交通の安全対策等の意見がありました。

◆美波町保健センターの立地場所
　徳島県が最終の浸水深を２m 〜３m と発表したことを受け、保健センター（診療所）は予定ど
おり日和佐高校跡地に決定した。
　委員からは、日和佐高校跡地は、浸水予想区域なので十分検討していただきたいとの意見があった。

◆透析施設の誘致
　医者の派遣・施設場所等を含めて検討していくとの報告があった。
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議会運営委員会報告
　「議員定数の方向性」については、これまで議会運営委員会で協議を重ねてきましたが、11 月
26 日に開催した議会運営委員会において、議員定数については、次期一般選挙より、２名減の 12
名とする案をまとめ、12 月定例会で条例案を提出するという方向になった旨を、議長に報告いた
しました。
　その後、12 月４日に開催した議会運営委員会において協議し、12 月定例会後に全員協議会を開
き、最終の協議を行うこととなりました。
　１月 21 日、全員協議会が開催され、協議の結果、３月定例会で、議員定数について２名減の
12 名とする条例を提出することになっています。

　堤防や避難タワーなどのハード面だけでは、防ぎき

れない大震災に備えるため、急ピッチで避難路を新し

く 17本作った阿部自主防災会に取材に行きました。

　自主防災会の蔭谷会長と事務局の瀬戸さんに、これ

までの活動と今後の計画についてお伺いしました。

何よりも、明確な、分かりやすい、イメージしやすい　計画を共有すること !!

マイ避難路

逃げる

① 行動の目的達成に向け

避難路を作る

② 明確な計画を立て

実情に対応した
避難路整備

③ 知恵と工夫で目に見える形にしていく

★活動のポイント

★段階的向上
明日来るかもしれない
震災に備えるためには、
旧型の組織を解体し、
新しく作り出すことが
第一歩なのでは？

誰かがやるだろう…ではなく、
住民それぞれの得意分野を引き
出しながら、協力し合うことに
よって、地域に関わる意義を見
出す→町おこしにつながる。

住民が出てきやすいような仕掛けづくりが出来るキーパーソン
（リーダーの育成）は重要。

きっかけは、20.2Ｍ！
明日来たら、どうする？

★阿部地区

防 災 集特 ～すべての道（避難路）は、
　県道に通ず～

１秒でも
早く !!

１mでも
高く!!
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全
国
町
村
議
会
議
長
会
主
催
の
「
町

村
議
会
広
報
研
修
会
」
に
議
会
広
報
特

別
委
員
４
人
で
参
加
し
ま
し
た
。

◎
29
日
研
修

　

半
沢　

幹
一
（
共
立
女
子
大
学
文
芸

学
部
教
授
）
先
生
よ
り
、『
議
会
広
報

「
誌
」
は
ほ
ん
と
う
に
必
要
か
？
』
と

題
し
て
、
今
ま
で
ど
お
り
の
広
報
誌
で

は
税
金
の
無
駄
遣
い
に
な
る
の
で
は
な

い
か
と
い
う
こ
と
で
昨
年
研
修
会
に
参

加
し
た
町
村
に
対
し
、
議
会
広
報
を
刷

新
す
る
た
め
に
15
の
挑
発
的
な
提
案
を

行
っ
た
と
い
う
こ
と
か
ら
、
そ
の
後
の

広
報
誌
を
評
価
し
な
が
ら
、「
広
報
と

は
何
か
」「
議
会
広
報
と
は
何
か
」「
文

章
と
は
何
か
」「
編
集
と
は
何
か
」
に

つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　

吉
村　

潔
（
㈱
メ
デ
ィ
ア
ブ
レ
ー
ン

代
表
）
先
生
よ
り
、『
対
話
と
活
力
あ

る
議
会
広
報
の
た
め
に
（
編
集
・
レ
イ

ア
ウ
ト
の
キ
ー
ポ
イ
ン
ト
）』
と
題
し

て
、
今
ま
で
見
慣
れ
た
紙
面
を
変
え
る

た
め
の
改
善
点
を
具
体
的
な
事
例
を
交

え
分
か
り
や
す
い
解
説
で
し
た
。

　

川
西　

正
幸
（
日
本
写
真
家
協
会
会

員
）
先
生
よ
り
、『
議
会
広
報
誌
の
撮

影
方
法
と
表
現
方
法
』
と
題
し
て
広
報

写
真
の
基
礎
知
識
と
し
て
の
画
面
構
成

や
撮
影
方
法
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

◎
30
日
研
修

　

深
沢　

徹（
広
報
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
）

先
生
よ
り
、
７
町
村
の
広
報
ク
リ
ニ
ッ

ク
が
あ
り
、
細
か
く
検
証
評
価
さ
れ
ま

し
た
。

議
会
広
報
特
別
委
員
会
研
修
報
告

○
日　
時　
平
成
24
年
10
月
29
日
・
30
日

○
場　
所　
東
京
都
千
代
田
区
（
砂
防
会
館
別
館
会
議
室
）

○
目　
的　
議
会
広
報
の
編
集
に
つ
い
て

第 77回町村議会広報研修会

　

防
災
対
策
特
別
委
員
会
を
中
心
に
、
議

員
9
名
職
員
3
名
の
計
12
名
で
、
被
災
地

視
察
に
行
き
ま
し
た
。

　

百
聞
は
一
見
に
し
か
ず
、
の
言
葉
通
り
、

テ
レ
ビ
や
新
聞
な
ど
の
メ
デ
ィ
ア
か
ら
は

伝
え
き
れ
な
い
も
の
が
あ
る
現
実
を
、
そ

の
場
に
立
つ
こ
と
で
ま
ず
感
じ
ま
し
た
。

　

な
か
で
も
心
に
残
っ
た
の
は
、
数
十
年

か
ら
百
数
十
年
に
一
度
の
地
震
・
津
波
へ

は
ハ
ー
ド
面
の
整
備
も
含
め
、
し
っ
か
り

と
防
ぐ
と
い
う
防
災
対
策
が
必
要
だ
。
し

か
し
、
今
回
の
東
日
本
大
震
災
の
よ
う
な

千
年
に
一
度
の
地
震
・
津
波
は
、
決
し
て

防
げ
る
も
の
で
は
な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
、

少
し
で
も
被
災
を
減
ら
す
、
一
人
で
も
多

く
の
命
を
救
う
と
い
う
減
災
対
策
の
ス
タ

ン
ス
を
持
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

最
初
か
ら
諦
め
て
し
ま
う
の
で
は
な
く
、

出
来
る
こ
と
か
ら
始
め
る
こ
と
。
そ
れ
を

永
久
に
継
続
す
る
こ
と
。

一
人
ひ
と
り
が
、考
え
・
対
応
す
る

意
識
を
育
成
す
る
こ
と
が
大
切
だ
、
と
い

う
言
葉
で
し
た
。

　

そ
の
言
葉
を
忘
れ
ず
、
議
会
と
し
て
も

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

◆
視
察
行
程

◎
１
日
目

仙
台
空
港
〜
南
三
陸
町
（
道
中
、
女
川
・

雄
勝
・
大
川
小
学
校
の
視
察
）

南
三
陸
町
（
仮
設
庁
舎
）

議
会
訪
問　

議
長　

後
藤
清
喜
氏

◎
２
日
目

１
班
：
戸
倉
・
入
谷
・
志
津
川
地
区　

２
班
：
歌
津
・
馬
場
中
山
地
区　

に
分
か
れ
、
現
地
の
南
三
陸
町
復
興
推
進

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
方
に
ご
協
力
を
い
た
だ

き
、
ガ
イ
ド
を
お
願
い
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の

聞
き
取
り
に
入
る
。

◎
３
日
目

気
仙
沼
市
役
所

元
危
機
管
理
課
長　

佐
藤
健
一
氏

東
日
本
大
震
災
被
災
地
視
察
研
修

○
日　
時　
平
成
24
年
10
月
10
日
㈬
〜
12
日
㈮

○
場　
所　
宮
城
県
南
三
陸
町
・
気
仙
沼
市

○
目　
的　
被
災
地
の
現
場
に
学
び
、
美
波
町
の
今
後
の
対
策
に
い
か
す
。歌 津 地 区
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講
演「
自
治
体
議
会
の
災
害
対
応
」

同
志
社
大
学　

新
川　

達
郎
氏

　

防
災
・
減
災
対
策
の
重
要
度
は
、
本

町
に
お
い
て
も
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
い

る
中
、
自
治
体
議
会
の
災
害
対
応
に
つ

い
て
の
講
演
は
、
と
て
も
有
意
義
な
も

の
で
し
た
。

講
演
の
主
な
内
容
は
、

①
災
害
時
に
お
け
る
議
会
の
役
割

②
議
会
防
災
体
制
の
整
備

③
災
害
復
興
に
お
け
る
議
会
の
役
割

に
つ
い
て
で
し
た
。

　

自
治
法
が
改
正
さ
れ
て
い
く
中
で
、

私
た
ち
も
十
分
に
勉
強
会
等
も
持
ち
な

が
ら
、
緊
急
時
に
お
け
る
決
定
事
項
の

処
理
方
法
の
検
討
や
裁
量
権
の
あ
り
方

等
を
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
感
じ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
議
会
に
お
け
る
危
機
管
理
計

画
に
つ
い
て
は
、
災
害
対
策
本
部
に
お

け
る
議
会
の
位
置
と
役
割
の
明
確
化
等

を
含
め
、
課
題
の
共
有
化
を
行
い
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

加
え
て
、
災
害
復
興
に
お
け
る
議
会

の
役
割
と
し
て
、
行
政
と
住
民
と
の
ズ

レ
が
大
き
く
な
ら
な
い
よ
う
に
、
住
民

の
代
表
機
関
と
し
て
、
主
体
的
な
計
画

行
動
に
移
れ
る
よ
う
、
今
か
ら
の
協
議

も
必
要
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
必
ず
来
る
南
海
・
東
南
海

地
震
、
津
波
に
備
え
る
た
め
、
住
民
の

皆
さ
ん
、
行
政
と
共
に
、
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

第
53
回
四
国
地
区
町
村
議
会
議
長
会
研
修
会

○
日　
時　
平
成
24
年
11
月
６
日

○
場　
所　
ア
ル
フ
ァ
あ
な
ぶ
き
ホ
ー
ル

○
目　
的　
議
会
と
し
て
の
災
害
対
応
を
考
え
る
。

　

第
56
回
町
村
議
会
議
長
全
国
大
会
参

加
と
合
わ
せ
て
白
老
町
議
会
の
議
会
改

革
の
取
り
組
み
・
通
年
議
会
に
つ
い
て

視
察
研
修
に
議
長
、
事
務
局
が
参
加
し

ま
し
た
。

○
議
会
改
革
の
取
り
組
み

　

白
老
町
議
会
の
改
革

◆
第
1
次
議
会
改
革
：
平
成
10
年
度
〜

14
年
度

　

議
員
の
政
策
能
力
向
上
、
町
民
に
親

し
ま
れ
る
議
会
づ
く
り
、
議
会
の
情
報

公
開
等

◆
第
２
次
議
会
改
革
：
平
成
14
年
度
〜

18
年
度

　

議
会
機
能
の
充
実
と
議
員
の
政
策
議

論
の
活
性
化
等
、
町
民
に
開
か
れ
た
議

会
づ
く
り
等

◆
第
３
次
議
会
改
革
：
平
成
20
年
度
〜

24
年
度

　

条
例
・
規
則
体
系
を
全
面
的
に
見
直

し
、
第
１
次
か
ら
第
３
次
ま
で
の
改
革

項
目
を
条
例
・
規
則
の
体
系
に
組
み
込

み
制
度
化
す
る
こ
と
。

◆
通
年
議
会
の
開
催

　
「
閉
会
中
の
期
間
」
を
無
く
し
、
議

会
が
主
導
的
・
機
動
的
に
活
動
で
き
る

制
度
に
よ
り
チ
ェ
ッ
ク
機
能
の
よ
り
充

実
強
化
、
災
害
時
の
緊
急
対
応
や
突
発

的
な
行
政
課
題
に
議
会
が
開
け
る
こ
と

が
重
要
と
し
、
平
成
20
年
６
月
か
ら
施

行
し
て
い
る
。

町
村
議
会
議
長
全
国
大
会
及
び
徳
島
県
町
村
議
長
会
研
修
会

○
日　
時　
平
成
24
年
11
月
14
日
〜
16
日

○
場　
所　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ホ
ー
ル
（
東
京
都
）・
白
老
町
（
北
海
道
）

○
目　
的　
議
会
改
革
の
取
り
組
み
（
白
老
町
）

白老町議会と意見交換会
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　私たち議会広報委員は、「手に取り・見て・読んでもらえる議会広報」「住民から必要とされる議会

広報」になるよう編集委員会で常に話し合っています。そこで、今回多くの住民から意見を聞かせて

いただくと言う事で、私たちが出張し意見交換会を開催したいと思いますのでよろしくお願いします。

①各種団体で８名以上。住民グループで８名以上。
②日時・開催場所については相談して決定します。

①掲載写真（表紙等の写真）・撮影場所
②「議会への一言」・「傍聴者の声」等を 400 字以内。
③住所・氏名は掲載します。

議
会
へ
の
一
言

　
「
美
波
町
政
治
倫
理
条
例
」

が
施
行（
平
成
23
年
７
月
〜
）

さ
れ
て
い
る
が
町
民
の
代
表

者
と
し
て
資
質
を
疑
う
議
員

の
あ
り
か
た
、
姿
勢
・
言
動

に
議
員
倫
理
条
例
が
機
能
し

て
い
な
い
の
で
は
と
、
議
会

不
信
を
抱
か
ざ
る
を
得
な
い
。

　

町
職
員
へ
の
職
務
や
採
用
、

異
動
、
町
工
事
の
請
負
や
物

品
購
入
な
ど
に
議
員
が
影
響

力
を
不
正
に
行
使
し
な
い
よ

う
に
も
定
め
ら
れ
て
い
る
が

議
員
の
言
動
で
町
民
に
迷
惑

を
掛
け
た
り
、
我
田
引
水
の

た
め
に
税
金
を
使
わ
せ
よ
う

と
し
た
行
為
は
こ
れ
ま
で
に

も
無
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
と

疑
問
に
思
う
。

　

議
員
の
倫
理
を
審
査
す
る

条
例
そ
の
も
の
も
、
不
備
な

た
め
に
議
員
の
姿
勢
を
糾
す

効
果
に
至
っ
て
い
な
い
の
で

は
な
か
ろ
う
か
。

　

例
え
ば
、
条
例
で
は
同
じ

仲
間
の「
議
員
２
名
の
連
署
」

で
審
査
請
求
を
出
来
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る
が
議
員
が
動

か
な
け
れ
ば
請
求
も
出
来
な

い
の
で
は
な
く
、
住
民
（
有

権
者
）
50
名
以
上
の
署
名
で

も
請
求
で
き
る
よ
う
に
見
直

す
べ
き
で
あ
る
。

　

ま
た
審
査
の
公
開
原
則
・

結
果
公
表
が
定
め
ら
れ
て
い

る
以
上
、
そ
の
審
査
に
議
員

だ
け
７
名
で
は
な
く
公
募
住

民
代
表
（
３
名
）
を
含
め
る

べ
き
で
あ
る
。

　

町
民
か
ら
の
信
託
に
応
え

る
自
覚
す
ら
与
え
な
い
「
絵

に
描
い
た
餅
」
の
倫
理
条
例

で
は
な
く
、
町
民
を
守
り
、

議
員
の
姿
勢
を
真
に
正
す
生

き
た
条
例
に
早
く
直
す
べ
き

で
あ
る
。

政
治
倫
理
条
例
の
改
正
を
求
む

美
波
町
日
和
佐
浦
15　

井

筒

宗

武

お問い合わせ・投稿される方は、議会事務局　☎ 77 － 3630
E-mail：gikai@town.minami.lg.jp までご連絡下さい。

募集
住民の皆さんの
応 募  をお願いします！

皆さん、
意見交換会に

参加して下さい！議会広報についての
意 見  を下さい！
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印刷／米崎印刷株式会社　TEL（0884）22−2247

● 議会広報特別委員会 ● （お問い合わせ・ご意見は　TEL：77－3630へ）
委員長：北山　朝彦　　　副委員長：永本善次郎　　　委　員：山本　正男・寺下　博子・向山　篤宏

　東日本大震災からまもなく２年を迎えようとしており、各地で大地震、津波に対し

ての防災・減災対策が進んでいます｡ 特に美波町では、その対策が急がれますが、議

会においても震災に関する一般質問・提案を行い、また町内の先進地域のご協力を頂

きその取り組みも取材研修させて頂いています。今回の議会だよりはその関連記事

も掲載させて頂きました。まだまだ見やすく、親しまれる広報とはなっていませんが、

手に取ってもらえる広報をめざして皆様のご協力を頂きながら鋭意努力を重ねたいと

思います。　� （向山　篤宏）　

　今回、阿部地区に取材にお伺いし、現場を見せてもらって十分に地域の実情を知っ

た上で整備が進められているのを実感しました。

　自分の地域をイメージしながら、「まず始めてみよう！」という気分になりました。

　お世話になりました。

編集後記

頑張る人!!
地域の魅力を掘り起こせ地域の魅力を掘り起こせ

ジ ン

那賀町農村舞台で演奏

日和佐太鼓創作会


